ウェッブ･テキスト　　ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－　

あらすじ

有名な絵本画家が、精神病院の院長先生に雇われる。彼の任務は、院内の壁に絵を描いて、居心地のいい環境を作り出すこと。簡単な仕事に思えたのだが、しかし、そんなに甘い話ではなかった。彼は、血の凍るような叫び声が聞こえてくる暗い廊下を見つけてしまったのだ。
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プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアは、カナリア諸島のフエンテベントゥーラ島に社を構えるスペインの会社。アルベルト・ロペス・ガリド、アルビー・オヘダそしてフアンホ・ラミレスによって2005年に設立された。短編映画、テレビ番組、広告などの製作を経て、このたびこの『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』で長編映画を初製作。

ペロ・ベルデ・フィルムスはガリシア地方に新しく設立されたスペイン企業で、映像作品を企画、プロデュースし、世界に向けて配信している。専務取締役のマヌエル・クリストバルは、長編アニメーション映画『にぎやかな森（エル・ボスケ・アニマード）』や『エル・スウェーニョ・デ・ウナ・ノーチェ・デ・サン・フアン』のエグゼクティブ・プロデューサーを務めた。ペロ・ベルデ・フィルムスの最初の製作作品『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』の配給に関して、当プロダクションは、傘下の配給会社ペボックスを通じて、あらゆる可能性を切り開いてきた。今後プロデュースまたは配給する企画を、目下模索中。次作品の人形アニメーション『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』は、オランダのハッピー・フライフィッシュ社との共同製作で、フアンホ・ラミレスとトール・フルエルハールドが監督を務める。

製作レポート
2002年秋

はじまりは、フアンホ・ラミレスが、マドリッドのフランシスコ・デ・ビトリア大学の卒業製作として書いたが完成することがなかった、中篇映画の脚本第一稿だった。

2003年5月

アルビー・オヘダの提案で、このユニークな作品を長編映画として、そしてプロフェッショナル・レベルの制作費をかけて撮ることが決まった。短編映画と脚本の世界で経験の長いフアンホとアルビーは、生身の人間を役者として使うのは、容易ではないと実感していた。そんな彼らが初めての長編作品として選んだのが、ナッツの人形を使った『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』だった。アクションあり、ホラーありのストーリーで、人間役をピーナッツが、犬の役をクルミが、そして鳥たちをヒマワリの種が演じる。ナッツを役者として起用したことで、大きな一歩が踏み出された。

２人は、地元フエンテベントゥーラ島で作業をすることにした。島の企業や機関は、プロジェクトに大きな関心をもって彼らを見守っていた。また、アルベルト・ロペス・ガリドがプロデューサーとして加わる。彼は、同時に美術監督、グラフィックデザイナー、アソシエート・プロダクションも連れてきてくれた。こうして、島で初めての長編映画の撮影が始まった。

2003年9月

プリプロダクション、スタート。同時にスタッフは映画のセット設営費の捻出に走り回る。ロサリオ港の役所の協力により、ラウル・ロペス・セラーノを美術監督として島に呼び寄せることに成功。ようやく、ミニチュアセットの製作が始まった。使えるものはなんでも使い、リサイクルできるものはなんでもリサイクルすることをモットーにした。時には、ゴミ捨て場からそっと拾い上げてきたものだって使った。こうしてスタッフは、ローコストでハイクオリティーのものを作り出す術を身につけていったのだ。後は、数ヶ月におよぶ労働と、多少のアブノーマルな想像力が必要なだけだった。

2004年1月

フエンテベントゥーラ島の議会から５千ユーロ（約80万円）というちょっとした助成金が出たおかげで、映画製作に拍車がかかる。また、フアン・イスマエル・アートセンターを、製作アトリエとして一時的に使わせてもらえることになった。このアトリエでセットの設営が完成し、最初のカメラテストが終わる。こうして、フアンホもアルビーも、撮影の嵐に飛び込む準備が整った。

映画がフアン・イスマエル・アートセンターで撮影されることになったのは、運命のいたずらだろうか。このアートセンターの建物は、昔、シネ・マルガという名前の映画館だった。フアンホとアルビーが幼かった頃、この島にあった唯一の映画館だ。

2004年7月

１年間におよぶ準備期間を経て、ようやく撮影がスタートした。最低限の予算しかないため、撮影チームの常駐スタッフはフアンホとアルビーだけ。困難な撮影の時には誰かの助けが借りられるだろうと期待しながらも、まずは２人だけで撮影に取り掛かった。映画人としてまだ駆け出しの２人は、これほどリスクの高い仕事を経験したことがなかった。
撮影の最中は、さまざまな困難にぶち当たる。予期していたものだけではなく、撮影前には想像もつかなかった障害も多々あった。スタッフと予算の不足によって撮影が遅れたり、時にはストップしてしまうことも数知れず。しかし、質の高い映像をこつこつと撮りためていくうちに、スタッフはどんどんエネルギッシュになっていった。この道の専門家たちでさえ不可能だと考えたことが、彼らの手によって実現されようとしていたのだ。

５ヶ月におよぶ過酷な戦いの末、チームは約千シーン全てを撮り終えた。撮影が進むにつれ、技術が目に見えて上達していった。空手の乱闘シーンあり、追跡シーンあり、そして照明効果やPOVショットもある。普通の映画と何一つ変わらない立派な作品だ。
極小の世界に、カメラ、照明、セットを無理やり押し込めたことによって、これまで見たことのない宇宙が生み出された。

2004年11月

撮影終了。最初は不可能に思えたけど、できた！『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』をついに撮り終えたのだ。６千ユーロ弱の予算に、1年半とちょっとの期間。数トンの汗、そして涙もちょっと流した。無駄に終わった助成金請願書の数、たくさん。視力も落ちた。セットの硬い壁に頭をぶつけたこと、数回。他にもいくつもの長くて辛いエピソードがあるけれど、これでやっと終わった。

フアンホは30本以上の素材テープを抱え、マドリッドに飛んだ。HD スタジオ・オンラインとフリーク・レベルの協力を得て、今度は、長い地獄のようなポストプロダクションの作業にとりかかる。

2005年1月

ポストプロダクションは2007年４月まで続いた。ポスプロというのは遅々として進まないものだ。予算不足のため、各作業の専門家たちには、他の仕事の合間を縫って協力してもらうしかなかった。当然、優秀な専門家ほど自由になる時間が少ない。けれども、彼らのこの仕事への熱意、そして企画への信頼は、フアンホとアルビーもびっくりするほどだった。

２年間という長いポストプロダクション作業が終わった。作品は見違えるくらい立派なものになっていた。続いて、HDスタジオ・オンラインで千シーンの素材が編集される。すると、スタッフが夢に思い描いていた以上に質の高い映像ができあがった。また、最終アフレコでは、プロ意識が高い声優たちが、作品への愛情を持って仕事をしてくれた。彼らの声によって命が吹き込まれたキャラクターたちは、個性豊かに生き生きとしはじめる。こうして、作品が一段とおもしろくなった。

アンドレス・デ・ラ・トレとハビエル・ロペス・ヴィラが映画に素晴らしい音楽をつけてくれた。他にはない独特の力がある音楽だ。このオタク・コンビ特有の魔力なのだろうか。日々ひとつずつ音を作っていく作業の中で、彼らがこの映画の趣旨を深く理解していることが明らかに見て取れた。また２人は、よい音楽をどう作ればいいのか、実によく理解している。この音楽が付いた映像を見ていると、正真正銘の映画ができあがったことが実感できる。

ビクトル・プエルタスとフアン・ルイス・コルデロが音響作業に取り掛かる。何ヶ月もスタジオにこもりっきりの、きつい作業となった。彼らの豊かな創造力とアイディア、そして音響の効果で、『ゴーイング・ナッツ』はさらにリアリティーあふれる作品になった。優れた音響が生み出す効果とは、実に驚異的である。

2006年7月

次々と起こる技術的な問題を乗り越え、『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』が完成した。それからは少しずつ運が向いてきた。カナリア諸島ラス・パルマス国際映画祭の試写上映では、作品が観客に暖かく迎えられ、スタッフ一同大感激。

マドリッドでは、ブルート・ポメロイが関係者向け試写会にマヌエル・クリストバルを招待した。ペロ・ベルデ・フィルムスのマヌエル・クリストバルは、長編映画『にぎやかな森(エル・ボスケ・アニマード)』『エル・スウェーニョ・デ・ウナ・ノーチェ・デ・サン・フアン』を製作総指揮した人物だ。マヌエルがこの企画を即座に気に入ったため、翌朝、フアンホ・ラミレスとアルベルト・ロペス・ガリドは、早速彼とミーティングを持つ。マヌエルは２人に、『ゴーイング・ナッツ』を共同プロデュースしたいと申し出る。さらに、フアンホには、次は人形アニメーション『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』を監督しないかと提案する。

2007年5月

現在スタッフは、作品の封切り日をワクワク待っている。この素晴らしい企画に携わることになった日に抱いたのと同じ高揚感だ。今後の成功は、観客の君たちにかかっている！

登場人物
絵かき

有名な絵本画家。芸術家を役立たずとさげずむ家族のもと、幼いときから抑圧されて育った。おかげで、われらが主役の絵かき君は、自信のない流されやすい性格になり、問題に直面してもただただ流れに身をまかせてきた。しかし絵かき君、これからはそうはいかないよ。精神病院の中で君を待ち構えている数々の危険を前に、君は決断を迫られるのだから。生き残るか、もしくは･･･やられちまうか。

病人代表

院長先生の右腕。意地悪で不可解な人物。彼が監視する精神病患者たちと同じくらい精神的に不安定だ。病院内で最悪なことは、彼に嫌われること。運が悪いね、絵かき君。君は彼に嫌われたよ。しかも、ものすごーくね。

マリータ

この精神病院の患者のなかでも、とびきりの変わり者。彼女は恐怖に襲われると、まるで子供のように逃げ回る。自傷行為の方法を考え出すことにかけては天才だ。天使のように笑い、魂が枯れるまで泣く。愛らしいが怒りっぽい。笑わせてくれるかと思えば、人を恐怖のどん底に突き落とす。そんな彼女は、抱きしめたくなるくらい愛おしく、殺したくなるほど憎らしい。

院長先生

精神病院の中でおそらく一番長老のピーナッツ。この邪悪な場所にありながら、彼は心優しい人物で、病院の人々を冷静沈着に善意をもって指導している。絵かき君、院長先生こそ君の一番の助けになる人だろう。ただ唯一の問題は、君の身に起こっていることを彼に話しても信じてくれないことなんだよな。

運転手

死者の霊を地獄に運ぶカロンの小舟のようなバスを運転する。絵かき君、君は彼とともに最後の旅に出るのだ。彼は登場人物の中で一番の老人だから、「正気を失うな」というその忠告は覚えておいたほうがいいぞ。

ヘル・ドクトル

ドイツが戦争に負けたら、ナチスの医者はどこに避難するか知ってるか？もちろん、われらの精神病院さ！彼はある究極の手段で、患者たちに無理やり規律と精神秩序を押し付けようとする。恐怖の電流ショック処置だ。

フアンホ・ラミレス監督が語る『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』

なぜアニメーション？
実は僕らがずっと学んできたのは実写映画なんだ。アニメーションでの実績のほうが多いのは、別に僕らがアニメーションを求めてきたからではなくって、アニメーションの方から僕らに寄ってきたって感じかな。

僕らは地元のフエンテベントゥーラ島（スペイン、カナリア諸島）で映画を作りたかったんだ。でも、島にはあまり映画の人材がいないんだよね。だから、実写映画の脚本はたくさんあったんだけど、あえてアニメーションに賭けることにしたってわけさ。

スタッフの人数は少ないし、金もない。でも『ゴーイング・ナッツ』ではそんな不足を、想像力と努力で補うことができた。3－4人のスタッフと、製作に集中できる部屋、そして昔、学校の工作の時間にも使った、イマジネーションをふくらませる材料さえあればよかった。

基本的な質問を続けるよ。なぜピーナッツなの？

ははは、失礼。この質問をされると笑わずにはいられないんだ。数え切れないほど何度もこの質問に答えてきたけれど、実はいまだに真の答えは見つかっていないよ。ばかげた話なんだけど、初めてピーナッツに目と口を描いた瞬間、「これだ！」って思ったんだ。一目ぼれってやつだな。同時に、ナッツは生身の俳優よりも従順だろうと思ったのも確かだ。でも、それは大間違いだったね。「ピーナッツ撮影」は「地獄」と同義語だって、スペイン語協会に言いに行こうと思ってるよ。

周りの人はなんて言った？支持してくれた？それとも、「落ち着け！」って水を持ってきた？

主人公の声優をやってくれたゴンサロ・ナバスが脚本を読んで確かこう言った。「すごくおもしろい。でも、いったいどうやってこんな映画を作るつもりだ？」ってね。

最初から企画を理解してくれた人もいるけど、ほとんどの人は精神病院から逃げ出してきたんじゃないかというような目で僕をみたさ。僕が本気だとは理解できなかったみたいだね。こんな馬鹿らしい考えはすぐ忘れるだろうって。確かに、僕自身そう思ってたしね。

今、『ゴーイング・ナッツ』が存在するのは、チームの仲間のおかげだ。最初から企画を理解し、それに賭けてくれた。特に撮影監督のアルビー・オヘダ、美術監督のラウル・ロペス・セラーノ、そしてプロデューサーのアルベルト・ロペス・ガリドの名前はここで挙げないわけにはいかないな。

彼らはナッツを使うからおもしろい企画だと思ったんじゃなくって、脚本と映像の可能性に惹かれたらしい。僕らはいつも、単に「ピーナッツを使ったアニメーション」っていう以上のものを目指した。一番大事なのはストーリー。そして、それをうまく伝えることなんだ。

ナッツの映画ってどうやって撮影するの？
撮影はとにかく大変だったな。５ヶ月間、しょっちゅう絶望していたし、疲れきってた。時には他の仕事とかけもちしなきゃいけなかったし、アシスタントを雇うお金もなかったから、とにかく時間がかかってしまった。撮影の間じゅう、セットの中にいたのは、ほとんどアルビーと僕の２人だけだった。でも、たまに友達を言いくるめて連れてきて、ただ働きしてもらったりしたよ。

ぶちあたった問題には３種類あった。予算不足によるもの。島に映画のための設備が整っていないことによるもの。そして、あまりにも小さなセットでの撮影によるものだ。僕らの役者は親指くらいの大きさしかなくて、それに合わせたサイズの世界を作らなきゃいけなかったからね。

でも、 感動的な瞬間も、おもしろい出来事もいっぱいあったよ。それに、これからもがんばって続けて行こうって思える結果が出たし。僕らには足りない部分もあったけど、何か特別なことをしているんだという意識があったんだと思う。ちっぽけな物だって、かけがえのないものになりえるんだ。

好きな本や映画は？影響を受けた作品って？

小さい頃に意識した３人の監督は、ヒッチコック、スピルバーグ、そしてティム・バートンだ。テリー・ギリアムの『12モンキーズ』を観たときに、僕は映画の道に進むことを決めたんだ。僕と苦労を共にしてきたパートナー、アルビー・オヘダも同じなんだよ。

僕は80年代の映画が大好きなんだ。ジョー・ダンテが全ての映画を監督するような世界だったら僕はどんなに幸せだろう。落ち込んでるときは、ジョン・カーペンターの『ゴーストハンターズ』を観るんだ。最近はギジェルモ・デル・トロの映画のせいで寝不足だよ。とにかくすごい。特に『デビルズ・バックボーン』と『パンズ・ラビリンス』。それから、白黒映画も好きで、中でもオーソン・ウェルズ、ウディ・アレン、ビリー・ワイルダーを崇拝してるよ。

本に関しては、実は僕はブームになるずっと前から『ロード・オブ・ザ・リング』にハマっていた変わったマニアの１人なんだ。文学では、エドガー・アラン・ポー、レイ・ブラッドベリー、ロアルド・ダール、ホセ・デ・エスプロンセーダ。『ゴーイング・ナッツ』には、それぞれの作家の影響が少しずつ見られると思うよ。

聞いたところでは、『ゴーイング・ナッツ』は小さな企画から始まったみたいだけど、どうやらどんどん大きくなっていったらしいね。5月25日にその結果を見るのが楽しみだ。

そう。小さな規模の中でだけど、僕らのこの映画は、雪だるま式にどんどん膨らんでいったんだ。数ヶ月で撮影を終えるようなアマチュア映画になるはずだったから、脚本の第一稿は、丸一日で書き上げたよ。単なる実験映像を作るつもりだったんだ。

企画をもう少し大きくしようという話になったのは、アルビー・オヘダとラウル・ロペス・セラーノが加わってからだったと思う。彼らはこのクレイジーな企画のもつ可能性を、おそらく僕よりもよく理解していて、もう少し野心的な作品にしようって、僕を説得したんだ。

２度目の大きな飛躍は、アルベルト・ロペス・ガリドがプロデューサーとして加わったときだ。彼は、最初から誰よりもピーナッツに信頼を寄せていたね。その信頼が周りの人間にも伝わったんだと思う。つまり、アルベルトが日ごろからポストプロダクションで仕事を共にしている、フリーク・レベルやHDスタジオ・オンラインの映像や音声の専門家、そしてアルバロ・レオンたちにね。その結果、夢に見た以上に素晴らしい出来の作品になったんだ。

そして映画がほぼ完成したとき、さらに大きな後押しがあった。ブルート・ポメロイが、関係者向け試写会にマヌエル・クリストバルを招いたんだ。マヌエルは『にぎやかな森(エル・ボスケ・アニマード)』と『エル・スウェーニョ・デ・ウナ・ノーチェ・デ・サン・フアン』の製作総指揮をした人だよ。僕らの映画をいたく気に入ってくれ、翌朝９時に電話をしてきてくれたんだ。「一緒にランチはどうだ」って。彼が新しく立ち上げたプロダクション、ペロ・ベルデ・フィルムスで、『ゴーイング・ナッツ』を共同プロデュースさせてくれないかって言うんだ。しかも、彼が創設メンバーの１人である国際的な配給会社６セールスが配給まで請け負ってくれるって言う。まるで、僕らのもとに天使が舞い降りてきたような瞬間だったよ。

『ゴーイング・ナッツ』のスタッフ数は？

すごく少ないよ。声優たちを入れても30人に満たないんじゃないかな。でも、彼ら全員の仕事に大満足している。僕が連れてきた人たちにも、アルベルトが連れてきた人たちにも、一生の借りができちゃったよ。
皆、素晴らしい仕事をしてくれた。才能があるっていうのはもちろんだけど、それだけではなく、最初からこの企画を理解してくれた。皆が考えるストーリーのトーンと企画の真髄が、奇跡的にピタッと一致したんだ。いってみれば、僕らはひとつの共同体みたいだったな。テレパシーで通じ合うエイリアンの集団みたい。

『ゴーイング・ナッツ』のスタッフは、世界のなにものにも替えがたい財産だし、これからもプロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアが関わる企画で、彼らとずっと一緒に働きたいと思ってるよ。

声優との仕事はどうだった？

素晴らしかったよ。低予算映画のときこそ、作品への愛情を持ったいい役者を選べるんだ。確かなことは、声優選びがうまくいったら、仕事の半分は終わったも同然だってこと。この『ゴーイング・ナッツ』では、登場人物を生み出していく段階で、すでに、それぞれのキャラクターに命を吹き込んでくれる声優たちをイメージしながらできたから、ラッキーだった。

声優たちは信じられないくらい、いい仕事をしてくれた。ナッツに命を吹き込むのって、そう簡単じゃないし、こんなに変わった映画を理解するのだって大変だと思う。僕らは、アニメーション映画の新しいアフレコ方法を生み出したようなもんさ。

有名な声優さんを起用するお話を一度ならずといただいた。商業的にはそのほうが僕らには助かったのかもしれない。でも、そうしていたら、こんなにいい映画はできなかったと思うんだよね。『ゴーイング・ナッツ』みたいな変わったストーリーでは、やはり、声も独特でなくちゃならない。僕らの声優たちが出してくれたニュアンスやアイディアによって、この映画はますますユニークになったと思うよ。

音楽も素晴らしいと話題になってるけど、アンドレス・デ・ラ・トレやハビエル・ロペス・ヴィラとの仕事はどうだった？

アンドレスとハビエルは、スペインの最も優れた作曲家だと思う。いや、今はまだそれほど知られてはいないけど、有名になるのは時間の問題だろう。彼らと一緒に仕事ができたことをありがたく思うよ。だって、彼らは優秀な音楽家っていうだけじゃなくって、映像とコミュニケーションをとる術を知っている。だからこそ、映像を補う音楽を作ることができるんだ。

２人は映画が求めているトーンをすばやくつかんだ。だから、ある時点で、彼らに音楽の手直しをお願いする必要はなくなっちゃったよ。もう盲目的に彼らを信頼したね。彼らや、音響デザインのビクトル・プエルタス、それにフアン・ルイス・コルデロの仕事なしでは、この映画は成り立たなかった。『ゴーイング・ナッツ』を観た人はビジュアル面に驚くけど、この映画の成功の半分以上は音楽と音響のおかげなんだよ。

次の映画の予定について教えてもらえる？

ペロ・ベルデ・フィルムスのマヌエル・クリストバルが、次の長編人形アニメーションの監督に僕を起用してくれた。『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』というタイトルで、スペインとオランダの共同製作になる。マヌエルは僕と知り合って２分後に監督の件を持ち出した。よっぽど『ゴーイング・ナッツ』を気に入ってくれたんだな。

今、アルビー・オヘダと僕でその脚本を書いている。信じようが信じまいが、これはタイトル通りゾンビの西部劇なんだ。ペロ・ベルデ・フィルムスはこのプロジェクトに、『ゴーイング・ナッツ』のほとんどのスタッフを起用した。気に入ったチームでゾンビの人形劇を撮れるなんて･･･まるで誰かが、僕たちにぴったりの夢をプレゼントしてくれたみたいだ。

スタッフ紹介
フアンホ・ラミレス（脚本、監督）

 
スペインのセビリアに生まれ、フエンテベントゥーラ（カナリア諸島）で育ち、ラ・コルーニャに暮らす。マドリッド・コンプルテンセ大学とフランシスコ・デ・ビトリア大学で映像コミュニケーションの学位をとる。長編映画17本、中篇数本、短編多数、そしてテレビ･シリーズ数話の脚本を手がけた。アルマ・アタ、プラノセクエンシア、コエフィシエンテ、クレタ・プロドゥクシオネスといった製作会社の仕事を請け負ってきた。また、製作会社プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビア社を創設した３人のうちの１人でもある。アニメーションや実写の短編映画を数本監督および共同監督した後、プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアとペロ・ベルデ・フィルムス製作の『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』で、長編映画監督デビューを果たす。現在、ペロ・ベルデ・フィルムス社の長編人形アニメーション『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』の脚本を執筆中。これが彼の長編監督映画２作品目となる。

アルビー・オヘダ（撮影監督）
スペインカナリア諸島のラス・パルマスに生まれる。2003年、プロデューサーおよび撮影監督として、フアンホ・ラミレスとともに『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』の製作を開始する。現在、IGNISコミュニケーション･インテグラル・サービス（2006年）の映像コンテンツ部代表を務める。同時に、『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』の脚本を執筆中。

ラウル・ロペス・セラーノ（美術監督）

フランシスコ・デ・ビトリア大学で映像コミュニケーションとマルチメディア技術の学位をとる。監督と脚本の勉強と平行して、プロダクション・デザインとメイキャップの経験を積む。セサール・デル・アラモの長編ゾンビ映画『エル・シンドロメ・デ・ラサロ』のプロダクション・デザインと、特殊メイクを担当。『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』は美術監督を務める長編映画の２作品目。現在、ペロ・ベルデ・フィルムスの次作『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』のプロダクション・デザインに取り掛かっている。

 アンドレス・デ・ラ・トレ（音楽）
フランシスコ・デ・ビトリア大学で映像コミュニケーションの学位および、マルチメディア・コミュニケーションの修士をとる。５歳からピアノを習い始める。2006年、ハビエル・ロペスと共に、プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアとペロ・ベルデ・フィルムス製作の『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』に参加。ペロ・ベルデ・フィルムスが、オランダのハッピー・フライフィッシュ社と共に製作する次作『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』に、ハビエル・ロペスと共に作曲家として起用された。
ハビエル・ロペス・ヴィラ（音楽）

2003年よりレイ・フアン・カルロス大学（マドリッド）で映像コミュニケーションを学んでいる。また、ソルフェージュとピアノの教室に通い音楽を学ぶ。2006年、プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアとペロ・ベルデ・フィルムスが製作し、フランホ・ラミレス・マスカロが監督した長編アニメーション『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』の音楽を、アンドレス・デ・ラ・トレと手がける。同年、第２回ウベダ映画音楽国際大会にて、ゴールドスピリッツ/ジェリー・ゴールドスミス賞にノミネートされる。

アルベルト・ロペス・ガリド（プロデューサー）

マドリッド・コンプルテンセ大学で映像コミュニケーションおよびマルチメディア・コミュニケーション技術の学位をとる。５本の短編映画と15本以上のデジタル映像において、プロデューサー、製作監督、製作チーフを務める。文化イベント製作協会LOCOCIFEの創設者および、会員、管理者として、2000年から2002年の間に、ビデオ作品、短編作品、ネット上の映画雑誌２冊などを製作。2002年から2004年にかけては、エグジステ・イマヘン・コーポラティーバとエグジステ・プロドゥクシオネス・アウディオビスアーレスの創設者およびスタッフとして、多くの企業や機関のために、あらゆるジャンルのイメージビデオを製作。また、５本の短編作品と、テレビ番組のパイロット版の製作も手がける。2004年にプロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビア社を設立し、長編映画『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』の製作を開始する。2005年と2006年の半分はコエフィシエンテ社で、スペイン国営テレビ第２放送のために『エスパーニャ・インノバ』や『エンプレンデドーレス』、ドキュメンタリー『ヌエボス・エスパニョーレス』『第５回プレミオス・プリンシペ・デ・アストゥリアス・ア・ラ・エクセレンシア・エンプレサリアル』などを製作。2006年後半は、製作会社デシデリュウスとフラメンコ・フィルムスの製作チームに参加し、Tele５のテレビ映画『インスティトゥート・デ・バベル』を作る。2002年より、国内のさまざまな製作会社のあらゆる映像作品（広告、イベント、企業ビデオ、パイロット版など）を、フリーランスの製作監督、製作チーフ、製作アシスタントとして手がける。現在は、『ゴーイング・ナッツ』のプロデューサー、そして、ペロ・ベルデ・フィルムスとハッピー・フライフィッシュ社共同制作の『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』の製作監督を務める。また、エグゼクティブ・プロデューサー、製作監督として、テレビ番組のパイロット版３作品および、ＨＤスタジオ・オンライン社とマス・ペリクラス社のシリーズもの２作品のパイロット版を手がけている。さらに、自身の製作会社プロドゥクシオネス・バホ・ラ・ジュビアの長編作品の企画をいくつも準備中。　

マヌエル・クリストバル（プロデューサー）

イギリスARTTSインターナショナルの映画・芝居監督コース修了。メディア・ビジネス・スクールのコーディネーター、AGAPI（ガリシア・インディペンデント・プロダクション協会）の役員を務め、多くの短編映画をプロデュース。1999年から2005年にかけ、ディグラ・フィルムスで、長編アニメーション映画『にぎやかな森（エル・ボスケ・アニマード）』（2001年）、『エル・スウェーニョ・デ・ウナ・ノーチェ・デ・サン・フアン』（2005年）のエグゼクティブ・プロデューサーを務める。これら２作品は、ゴヤ賞の最優秀アニメーション映画賞を受賞。ディグラ・フィルムス社では、企画運営、経理、国際セールス、マーケティング・ビジネスの責任者。2005年と2006年は、シンキア社にて、企画運営と配給の責任者として、アニメーションシリーズ『ポコヨ』と『シュリケン・スクール』を手がける。2006年９月、製作会社ペロ・ベルデ・フィルムスを立ち上げ、初のピーナッツ映画『ゴーイング・ナッツ －廊下の叫び声－』を共同プロデュース。そのほかいくつもの映像作品を準備中。そのひとつが、オランダのハッピー・フライフィッシュ社との共同製作となる人形アニメーション『ゾンビ・ウェスタン －暗い肉屋の伝説－』である。ペロ・ベルデ・フィルムス社は、ヤヤ・フィルムス社（エンリケ・ポスナー）、ガルバ・プロドゥクシオネス社（マリーナ・フエンテス）と同じく、長編アニメーションを専門とする国際配給会社６セールスの出資社の１社である。ニューテクノロジー社の副社長、FAPAE（スペイン映像プロダクション連盟）の理事会メンバー、CARTOON（ヨーロッパ・アニメーション映画協会）の委員会会長、AEPA（スペイン・アニメーション・プロダクション協会）の副会長を務める。また、ヨーロッパ・フィルム・アカデミー会員、スペイン映画アカデミー会員、ガリシア・オーディオビジュアル・アカデミー創設メンバー、ラ・コルーニャ大学映像プロダクション・マスターコース（MPXA）講師。



